
為替週間展望＝ドル円は振幅しながらも下値を探る展開か

　　　　　　　　　　［４月１９日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    4 月 12 日～ 4 月 16 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  109.77   109.77(12)    108.61(15)    108.87   -0.80

ユーロ・ドル  1.1908   1.1993(15)    1.1871(12)    1.1962   +0.0063

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    29,683.37      -84.69     日本10年債利回り   0.095   -0.015

ダウ平均株価    34,035.99     +235.39     米10年債利回り     1.576   -0.083

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１９日　日本３月貿易収支

　　　　日本２月鉱工業生産指数確報値

　　　　ユーロ圏２月経常収支

２０日　英３月雇用統計

　　　　独３月生産者物価指数

２１日　ＮＺ第１四半期消費者物価

　　　　豪３月小売売上高

　　　　英３月消費者物価指数、英３月生産者物価指数、英３月小売物価指数

　　　　カナダ３月消費者物価指数

　　　　カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利

２２日　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利

　　　　ラガルドＥＣＢ総裁記者会見

　　　　米新規失業保険申請件数

　　　　米３月景気先行指数、米３月中古住宅販売件数

２３日　日本３月消費者物価指数

　　　　英３月小売売上高

　　　　独３月製造業ＰＭＩ速報値、独３月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　ユーロ圏３月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏３月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　英３月製造業ＰＭＩ速報値、英３月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　米３月製造業ＰＭＩ速報値、米３月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　米３月新築住宅販売件数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】今年２月以降のドル円の上昇局面では、２１日移動平均線がサポー

トとなって下値を支えてきた。８日に２１日移動平均線を割り込んでおり、短期間で同

線を回復できないようだと、修正安局面に転じる可能性が高まり、米後期金利の上昇一

服もあり、ドル円は軟調な流れが続くとした。

　　　　

【米経済指標が上振れしても米長期金利は低下】

　１３日に発表された３月の米消費者物価指数（ＣＰＩ）は前年比＋２．６％と事前予

想の＋２．５％を上回った。ガソリンやサービス価格の上昇などが寄与したとみられ

る。エネルギーと食品を除くコア指数は前年比＋１．６％となり、こちらも事前予想の

＋１．５％を上回った。

　　

　昨年３月が新型コロナウイルスの感染拡大で悪化していたこともあり、その低い水準

との比較で大きく上昇したとみることができる。このため、今回の大幅な上昇や上振れ

はある程度は織り込まれていたようだ。
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　この結果、この日の米１０年債利回りは１．６１％前後に低下した。このドル円は１

０９．０２近辺まで下落した。米ＣＰＩの上昇を予想してドル買いに動いていた向きの

ドル売りも出たとみられる。また、１４日には原油の大幅高を受けて対ドルで資源国通

貨が買われており、ドルの上値を抑える要因となった。

　　

　１４日はパウエルＦＲＢ議長がＮＹエコノミッククラブ主催のバーチャルイベントで

講演を行った。「２０２２年より前の利上げはありそうもない」「大半のＦＯＭＣメン

バーは２０２４年まで利上げを見込んでいない」「利上げの前に資産購入ペース縮小が

予想される」との発言が出ていたものの、目新しい発言はなく、これまでの慎重姿勢を

踏襲した内容となった。市場の反応も限定的だった。

　　

　１５日には３月の米小売売上高が前月比＋９．８％、自動車を除くコアが同＋８．

４％と事前予想を大きく上回った。また、４月のニューヨーク連銀製造業景気指数、４

月のフィラデルフィア連銀景況指数も市場予想を上回り、新規失業保険申請件数は予想

よりも低下するなど、米経済指標の多くは改善を見せた。

　　

　米経済指標の上振れや好調な米企業決算を受けて、ＮＹダウやＳ＆Ｐ５００は最高値

を更新した。ところが経済指標がこれほど好調にもかかわらず、米１０年債利回りは

１．６０％を割り込んで、１．５７６％前後まで低下した。日本の機関投資家が新年度

入りしたことで、米国債を買いに動いていることなどが背景にあるとみられている。

　　

　ドル円は米長期金利の低下傾向もあって上値重く推移している。１４日には１０９円

の節目を割り込み、１５～１６日には１０８．６１近辺まで下落する場面も見られた。

ドル円は１０９．５０近辺の２１日移動平均線を割り込んだ後も軟調な推移を続けてい

る。３月３１日の高値１１０．９７近辺から２円超の下落を見せてきたものの、値幅的

にはまだ調整余地があるとみられる。上下に振幅を見せつつも、下値を探る展開が見込

まれる。ドル円の目先の予想レンジは、１０７．００～１０９．７５円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１９日に日本３月貿易収支、日本２月鉱

工業生産指数確報値、２２日に米新規失業保険申請件数、米３月景気先行指数、米３月

中古住宅販売件数、２３日に日本３月消費者物価指数、米３月製造業ＰＭＩ速報値、米

３月サービス業ＰＭＩ速報値、米３月新築住宅販売件数などがある。

　　

【ユーロドルは下げに転換か】

　１４日に欧州中央銀行（ＥＣＢ）のデギンドス副総裁は、「財政・金融の支援策を早

期に終了することは、継続するよりもリスクが高い」との見解を示した。また、ラガル

ドＥＣＢ総裁は１４日の講演で、ユーロ圏の経済は金融政策と財政政策に支えられてい

るとの考えを示した。２２日のＥＣＢ理事会では、金融政策に変更はないとみられる。

パンデミック緊急購入プログラム（ＰＥＰＰ）の運用などが検討される見通し。理事会

後のラガルド総裁の記者会見も注目される。

　　

　ユーロドルはドルの軟調な流れを受けて、１．１７０４近辺から１．２０付近まで上

値を追う動きを見せた。１．２０近辺では伸び悩みを見せている。ユーロ圏での新型コ

ロナウイルスの感染拡大も警戒されており、ユーロドルは戻り一服となって、下げに転

じる可能性が高いとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは１．１８００～１．２

０５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１９日にユーロ圏２月経常収支、２０日に

英３月雇用統計、独３月生産者物価指数、２１日にＮＺ第１四半期消費者物価、豪３月

小売売上高、英３月消費者物価指数、英３月生産者物価指数、英３月小売物価指数、カ

ナダ３月消費者物価指数、カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利、２２日に欧州中央銀行（Ｅ

ＣＢ）政策金利、ラガルドＥＣＢ総裁記者会見、２３日に英３月小売売上高、独３月製

造業ＰＭＩ速報値、独３月非製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏３月製造業ＰＭＩ速報値、

ユーロ圏３月非製造業ＰＭＩ速報値、英３月製造業ＰＭＩ速報値、英３月非製造業ＰＭ

Ｉ速報値などがある。
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